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３．事後評価結果 

 

〇評点 

 

  Ａ+ 期待を超える十分な成果が得られている 

 

 

〇総合評価コメント 

 

 大量導入した太陽光発電下での需給バランス最適配分制御のためには、太陽光発電予測の予測誤差を考慮し

た時空間分解能に着目した新しい基盤理論が必要となり、本研究ではその理論提案を研究目的とした。中心課

題である再生可能エネルギーの出力予測の不確実性と需要側反応の不確実性・多様化をモデル化した上で、需

給バランス制御の基礎理論を構築するべく必要な体制を整え、数多くの系統の課題に対し理論的手法を開発・

提案した。特に従来の系統制御方式に対し、前日計画において系統運用者が太陽光発電および負荷需要の予測

を用いて供給側の調整用電源の発電総電力と需要家側の蓄電池充放電の総電力に関して最適配分を行う環境

的経済的負荷配分制御／調和型配分計画／調和型需要家制御の新機能を定義しその制御手法を開発したこと

や予測に対し確率的手法を導入して太陽光発電の出力変動に対する対応方法を確立したことは評価できる。そ

れらの成果を国際論文誌 IEEE Trans. on Smart Grid、IEEE Trans. on Automatic Control、Progress in 

Photovoltaics Research and Applications などに掲載して国際的に高い評価を得た。また、研究代表者を中心と

した国内外の連携ネットワークを形成し研究を推進した点も高く評価される。今後も、最強チームでの共同研

究を強力なリーダーシップで進め、成果の最大化に向けた研究推進に大いに期待したい。 

 


